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(sA)生成 :フェルラ酸 (FA)生成比 (SA/FA比)
を,43科50種以上の植物で測定した｡この比によっ
て OMT は大きく3グループ (裸子植物型, 双子
葉植物型,単子葉植物型)分顕された｡一般に裸子
植物 OMT は FA形成 にのみ 関与し, 被子植物
OMT は FAおよび SA形成に関与した｡単子葉
輝 (草本植物)では SA/FA 比は裸子植物 OMT
と双子菓額の OMT の中間値をとった｡ このよう




性植物)｡OMT の SA/FA比を リグニン進化と関
連づけ輪 じた｡
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の 13C-NMR に関する研究をまとめ報告 し 今後
























砕する目的で, 3本 ロール ミルを用いる微粉砕を検
討 した｡アカでノを試料として用いた場合,3本 ロ
-/L,ミルを用いて微粉砕を行 うと木粉は 10fLm 以
下の大きさとな り,振動式ボール ミルを用いる粉砕
より更に徴微粉末とすることができた｡このローール
ミル微粉砕木粉を用いて,酵素分解を行 うと, ロ 一ー
･レミル粉砕回数の増加につれて,反応速度と酵素分











(針葉樹排液 より得た),LSD (広葉樹排液 より得
た)が, ヒラタケ,- /キクケの子実体形成に及ぼ
す影響を検討 した｡鋸屑培地は,ブナ,アカシ7.
内地産広葉樹混合材 (ナラ30%, シ/仁 ブナ,カ
シ, クヌギ, ソヨゴ,アベマキ,クス,-ゼ,イス
ノキ,サルスベ リの約等量混合で70%)の鋸屑と米
糠を 5:1の割合で混合し, 炭素源として いJD,
LSD を培地重量の 1および2%添加した｡培養ぴ
んは, 180ml容の規 格 ぴんを用い, 水分 含量は
75%とした｡その結果, ヒラタケでは,菌糸生育日

























































































































































































針葉樹型 CAD は, コニフェリルアルデヒドに著
しく高い特異性を示した｡ クロマツの CAD を精
製し,NADPH とコニフェリルアルデヒに対する
Km 値を求めると,それぞれ6.8と 9.1FLM であ
り,シナップアルデヒドの Vmax は, コニフェリ
ルアルデヒドのそれのわずか2.2%であった｡従っ





mate:CoA Ligasein Lignin Biosynthesis,
Phytochem.21,267(1982)
久津木英俊,島田幹夫,樋口隆昌:リグニン生合成












































は竹 MWL及び滴下法 DHPの 162℃ や混合法
DHPの 134℃ よりもかなり高く, このことは透


















































































































and Wood byGraftCopolymerization and
Acylation,ACSSymposium Series,No.187,321
(1982)













































































をあげ, とくに LVL の加工について最近の実験
例を示している｡










Strength ofWood ButtJointswith Metal
PlateConnectors,WoodResearch.No.68,22-
36(1982)




















川井秀一,張 動産,佐々木 光,石原茂久 :静電
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the ExternalMorphology and the Surface


















the ExternalMorphology and the Surface










































木材の組成から加工 ･利用 ･製造 ･製品に至る約
1万の用語を選定採録し,数千の主要用語には適正
な解説を加え,学術的なものから技術的 なものま
で,広範な利用に役立つ辞典であり,その用語の解
説などを分担執筆した｡
